
第５章 空家等対策の実施体制等. 

１． 取り組み方針に沿う組織体制 

空家等対策は、以下の体制で推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 担当課と連絡先 
内  容 担当部署 電話番号 

総合相談窓口 

本計画に関すること、危険な空家等に関すること、活用に関する

こと（店舗は除く。）、空家等の管理方法に関すること、相続に関

すること 

空家施策推進室 0982-20-7170 

建物の用途変更などに伴う消防法の規制に関すること 消防本部 予防課 0982-22-7101 

利活用に関すること（店舗に限る。） 商業・駅まち振興課 0982-34-7841 

移住に関すること 人材政策・移住定住推進室 0982-20-7176 

空家等の建替え等に関すること（建築基準法に関することに限

る。） 
建築指導課 0982-22-7034 

災害危険個所等に関すること 危機管理課 0982-22-7077 

雑草の繁茂等に関すること、動物の営巣等に関すること、 

悪臭に関すること 
生活環境課 0982-22-7001 

景観形成に関すること、公園の安全性の確保に関すること 都市計画課 0982-22-7022 

道路通行の安全性の確保に関すること 土木課（各道路管理者） 0982-22-7021 

敷地内のごみ処理等に関すること 資源対策課 0982-34-2626 

固定資産課税情報に関すること 資産税課 0982-22-7043 

生活保護受給者情報に関すること 生活福祉課 0982-22-7041 

介護保険利用者情報に関すること 介護保険課 0982-22-7069 

リフォーム促進税制に関すること（固定資産税に関することに限

る。） 
延岡税務署 
資産税課 

0982-32-3301 
0982-22-7043 

 

 

 

 

延岡市空家等対策計画【概要版】（案） 

令和 6 年度（2024 年度） ～ 令和 15 年度（2033 年度） 
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計画策定の背景と趣旨 

わが国では、高度成長期において、団塊の世代の急激な人口増加、核家族化の進行により、住宅需要は増

大し、積極的に住宅供給がされました。 

しかしながら、平成、令和と時代が変わるにつれ、晩婚化や少子高齢化が進み始め、ここにきて人口減少

が叫ばれるようになりました。高度成長期に供給された宅地や住宅は、人口減少により、供給過多が生じて

おり、空家の数は増加しています。 

この現象は、大都市だけでなく、延岡市のような地方都市においても、ほぼ同時期に表面化してきており、

今後も人口減少や超高齢化社会への進行は避けられず、将来、管理不全な状態になると予想される潜在的空

家等も増加しつつあります。また、空家等の管理不全による問題は、防災・防犯・安全・景観・地域の活性

化などの多様な面から市民生活に悪影響を及ぼすことから、地域社会の健全な維持のため空家等問題への早

期の対策が求められています。 

このようななか、国の空家等問題への対策として平成 27 年 5 月に施行された「空家等対策の推進に関する

特別措置法」が令和５年 12 月に改正されたことを受け、本市が平成 30 年度に策定した「延岡市空家対策計

画」につきまして、より効果的な施策を展開するための改定を行います。 

関係部署 

消防本部 予防課、商業・駅まち振興課 

人材政策・移住定住推進室、建築指導課 

危機管理課、生活環境課、都市計画課 

土木課（各道路管理者）、資源対策課 

生活福祉課、介護保険課、 

資産税課（税務署等含む） 

延岡市役所 

担当窓口 

空家施策推進室 

連携 

専門家等 

宅地建物取引業協会、建築士会 
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空家対策審議会 
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第１章 空家等対策計画の基本的事項 

１． 計画の位置づけ 

本計画は、本市における空家等に関する

基本的な対策を総合的かつ計画的に推進す

るために策定するものであり、上位計画と

の融合をとりながら空家等の対策の展開を

図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

２． 計画期間  令和６年度から令和１５年度までの１０年間 

 

３． 計画エリアと対象空家等の種類 

① 計画の対象とする地区：原則、延岡市全域 

② 計画の対象とする空家等の種類：すべての空家等（空家等が存する敷地を構成する擁壁やその敷地内に植生す

る植栽及び立木竹を含む。） 

 

第２章 空家等に関する背景や課題等 

１．全戸数調査の結果 

 

 

２． アンケート結果（空き家になった理由）                  ２． アンケート結果（空家所有者等の居住地） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 課題 

        【現状】         【課題】 

① 人口減少と高齢者世帯の増加 ⇒ 空家問題の意識づけ 

② 空家等の所有者等の意識の低下 ⇒ 所有者等の管理意識の醸成 

③ 管理不全空家等の増加 ⇒ 所有者等に適切な助言・指導 

④ 利活用されていない空家等の増加 ⇒ 利活用意欲の醸成 支援制度の充実 

第３章 空家等対策の方針 

空家等対策に関する課題を踏まえ、4 つの基本方針を定めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 空家等対策の取り組み 

４つの基本方針のもと、空家等の実態把握や、適正管理に寄与する情報等の周知などの具体的な取り組みを進

めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利活用意欲の醸成 
支援制度の充実 不良空家等の除却の促進 

空家問題の意識づけ 

所有者等の管理意識の醸成 

所有者等に適切な助言・指導 

適正管理の促進 

空家等の発生抑制 

空家等の流通・利活用の支援 

【基本方針】 【課題】 

基本方針１ 空家等の発生抑制 

現住居の空家化や管理不全の不良空家化を

未然に防止するため、健全な維持管理の重要性

や利活用に関する情報発信を行い、不良な空家

等の発生抑制を図ります。 

① 空家等の実態把握 

② きめ細やかな相談体制の充実 

③ 現住居や空家等の所有者等に対する 

周知・啓発 

基本方針２ 適正管理の促進 

空家等の適正管理を促進することにより、周

辺に悪影響を及ぼす放置された空家等の改善

を促します。 

① 適正管理に寄与する情報等の周知 

② 管理不全空家等に対する措置 

③ 特定空家等に対する措置 

（緊急安全措置・代執行を除く。） 

④ 財産管理制度等の活用 

 

延岡市空家等対策計画 

延岡市都市計画マスタープラン 

延岡市立地適正化計画（別途策定中） 

延岡市 

第６次延岡市長期総合計画 

第２期 延岡新時代創生総合戦略 

 〇移住・定住推進、関係人口創出 

プロジェクト 

国 

空家等対策の推進に関する特別措置法 

空家等に関する施策を総合的かつ計画的

に実施するための基本的な方針 

まちづくりに関する上位計画 

空家等対策の展開 

基本方針４ 不良空家等の除却の促進 

特定空家等に対する法的措置に加え、老朽化

等により、不良化した空家等については、所有

者等による除却・撤去を支援し、不良空家等に

よる危険性の排除を促します。 

① 所有者等による除却に対する支援 

② 条例による措置（緊急安全措置） 

③ 法的措置(代執行） 

延岡市の空家数は 2,525 件、専用住宅が 85%を占めています。 

【基本方針】 【具体的な取り組み】 

基本方針３ 空家等の流通・利活用の支援 

利活用可能でありながら、立地条件等により

市場性が低い空家等について、「空家等活用促

進区域」や「空家等管理活用支援法人」の活用

検討し、流通・利活用を促進することにより、

空家等の減少を図ります。 

① 支援等に関する情報発信 

② 所有者向け支援 

③ 利活用等の検討者向け支援 

④ 空家等管理活用支援法人の指定 

⑤ 空家等活用促進区域の指定 


